
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

 肉用牛肥育経営では、近年、輸入飼料の価格高

騰や稲わらの調達困難等により、自給飼料を活用

した低コストな肉用牛生産方法に関心が高まって

きています。 

これまで、当所では、輸入トウモロコシの代替

として破砕玄米が黒毛和種肥育牛の肥育後期（20

ヶ月齢～26 ヶ月齢）飼料として利用できることや、

予乾した稲発酵粗飼料（以下「稲 WCS」）は乾草や

稲ワラの代替として肥育全期間に給与できること

を解明してきました。 

今後は、さらにこれら自給飼料を活用した、よ

り安価で簡易な飼料給与方法に取り組む必要があ

ると考え、肥育中期から後期にかけて濃厚飼料の

一部を安価な破砕玄米に代替するとともに、肥育

後期に稲わらの代替として通常の稲 WCS を給与し

た場合の発育成績等を明らかにすることを目的と

して試験を実施したので、その概要について紹介

します。 

 

２．試験概要 

黒毛和種の肥育牛（14 ヶ月齢～27 ヶ月齢）を

対象に、現物で市販配合飼料の 30%を破砕玄米に

代替した濃厚飼料と、23 ヵ月齢以降、稲わらの代

替として稲 WCSを給与した区を試験区、14 ヶ月齢

以降、濃厚飼料として市販配合飼料のみを、粗飼

料として稲わらのみを給与した対照区として（表

1）、その間の飼養成績、血液性状、枝肉成績、飼

料費低減効果等について、比較調査を行いました。 

 

表 1 飼料構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．飼養成績 

期間中 1 日当たり乾物摂取量は、濃厚飼料摂

取量、粗飼料摂取量及び、合計摂取量ともに両

者に差はなく、破砕玄米給与による乾物摂取量

への影響は認められませんでした(表 2)。 

ただし、稲 WCS は嗜好性が高いいため、試験

区において稲 WCSを給与した 22ヵ月齢以降の粗

飼料乾物摂取量は試験区の方が多い傾向となり、

24～25ヵ月齢時において有意差が認められまし

た(図 1)。 

 

表 2 期間中 1日当り乾物摂取量 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※後期粗飼料は、試験区粗飼料が稲 WCS に切替る 
22 ヵ月齢以降のもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※異符号間で有意差あり P<0.05 

図 1 粗飼料乾物摂取量の推移 

 

体重の推移では、開始時体重は試験区 417kg、

対照区 429kg、終了時体重は試験区 797kg、対照区

800kg と同等であり、期間中 DG も試験区 0.97kg/

日、対照区 0.95kg/日と、破砕玄米、稲 WCS を給

与しても通常の飼料給与時と同等の増体が認めら
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肥育牛への飼料用米と稲発酵粗飼料の給与効果  
    ～自給飼料の更なる利用を目指して～ 

合計(kg) 8.83 ± 0.44 8.83 ± 0.39

濃厚飼料(kg) 7.93 ± 0.47 8.23 ± 0.37

粗飼料(kg) 0.90 ± 0.38 0.60 ± 0.11

後期粗飼料(kg) 1.08 ± 0.48 0.61 ± 0.10

試験区

n=6

対照区

n=5

配合割合（乾物中%） 現物 配合割合 現物 配合割合
（kg） （乾物中%） （kg） （乾物中%）

飼料用玄米（破砕） 3.0 25.7 0.0 0.0
大豆粕 0.4 3.6 0.0 0.0

市販配合飼料1) 6.6 58.4 10.0 87.0

稲WCS 4.0 12.4 0.0 0.0
稲わら 0.0 0.0 1.5 13.1

飼料成分（乾物中%）
TDN 83.2 79.4
CP 13.1 12.6

米の割合（濃厚飼料中乾物%） 29.4 0.0
1)TDN84.9%,CP13.6％（乾物中）

試験区 対照区



れました(図 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 体重の推移 

 

４．血液性状 

血中ビタミンＡ濃度は、両区とも開始時に対し

22 ヵ月齢到達時に低下しましたが、試験区では

WCS給与後 2か月目の 24、27ヵ月齢時では大きく

上昇するとともに、対照区と比較し有意に高かっ

たことから、稲 WCS 給与により血中ビタミンＡ濃

度が上昇したと考えられます。 

このことから、脂肪交雑の向上を意識したビタ

ミンＡ給与制限による飼料給与方法では、肥育後

期には適度な量のビタミンＡを給与することが必

要であり、その飼料として稲 WCSが活用できると

考えられます。 

また、試験区では、総コレステロール値が 24カ

月齢時に低下しており、これは、稲 WCS 給与によ

り濃厚飼料摂取量の比率が低下したことによると

考えられます（表 3）。 

 

表 3血液性状 

 

 

 

 

 

 

 
 

※異符号間で有意差あり P<0.0１ 

 

５．枝肉成績 

肥育期間は試験区 27.9 ヵ月齢、対照区 27.2

ヵ月齢でした。枝肉重量や脂肪交雑等、枝肉成

績に差はなく、両区とも上物率（A4以上）は 100%

であり、破砕玄米、稲 WCS を給与しても通常の

飼料給与時と同等の増体が認められました 

（表 4）。 

 

 

表 4 枝肉成績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．飼料費の低減効果 

飼料費は、単価が乾物換算で、飼料用米が配

合飼料に対し約 68円、稲 WCSが稲わらに対し約

22 円（当所購入単価による）低減されました。

この単価等から算出した結果、試験期間中の飼

料費は最大で 1 日 1 頭当り 170 円、1kg 増体に

要する飼料費は最大で 198 円削減されました

（表 5）。 

 

表 5 飼料費の比較 

 

 

 

 

 

 

７．まとめ 

今回、肥育中期以降、濃厚飼料の一部破砕玄

米に代替するとともに、肥育後期以降、稲わら

を稲 WCS に代替しても、従来と同等の肥育成績

等が得られ、収益の向上も図られることが明ら

かになりました。 

肉用牛肥育経営は飼料価格等が高水準で推移

し苦しい経営環境にあり、さらに飼料自給率の

向上等による低コスト化を推進していく必要が

あります。 

近年、和牛の育種改良に伴い脂肪交雑水準が

向上し、肥育中期に従来行われてきたビタミン

A 給与制限が緩和できる可能性が示唆されてい

ます。そこで、当所では更なる飼料自給率の向

上を目指すため、肥育中期から、飼料用米及び

稲 WCS を給与することが肥育成績にどのように

影響するか調査することとしており、さらに玄

米、稲 WCS 利用を推進していきたいと考えてい

ます。 

 

（酪農肉牛課 山科上席専門員） 

枝肉重量（kg） 526.4 ± 35.4 518.6 ± 48.9

ロース芯面積(cm2） 63.0 ± 5.5 66.2 ± 8.9

ばら厚（㎝） 9.1 ± 0.9 8.8 ± 1.0

皮下脂肪厚（㎝） 3.0 ± 0.9 3.2 ± 0.8

歩留基準値 74.4 ± 1.2 74.5 ± 0.7

脂肪交雑（BMS No.) 9.8 ± 2.1 11.6 ± 0.9

肉色（BCS No.） 3.7 ± 0.5 3.4 ± 0.5

締り・きめ等級 4.8 ± 0.4 5.0 ± 0.0

脂肪色（BFS No.） 3.0 ± 0.0 2.8 ± 0.4

上物率（A4以上）（％）

試験区 対照区

n=6 n=5

100 100

14ヵ月齢 22ヵ月齢 24ヵ月齢 27ヵ月齢 14ヵ月齢 22ヵ月齢24ヵ月齢 27ヵ月齢

GUL mg/dl 91.8 81.2 79.5 79.5 90.4 85.0 73.6 72.0

T-Cho mg/dl 130.3 167.0 150.2 a 177.2 151.6 192.8 210.0 b 181.2

Alb g/dl 3.8 4.1 3.7 3.9 3.9 4.1 3.9 4.0

BUN mg/dl 14.0 15.8 16.3 16.7 11.6 18.4 17.6 18.2

VitA IU/dl 109.4 32.2 75.4 a 78.5 a 111.7 28.6 39.1 b 24.7 b

ｎ=5

試験区

ｎ=6

対照区

（単位：円）

試験区 対照区 削減額

1日当り飼料費 636 806 170

１kg増体必要飼料費 662 860 198


